
 5月末に偽卵（ぎらん）を回収し、繁殖行動も減った６月上旬か

ら、コウノトリの羽がほぼ毎日のように落ちていました。飛ぶのに必

要な風切り羽（かざきりばね）は、片翼に約３０枚あります。２羽飼

育しているので約１２０枚ある計算です。一度にたくさん抜けてしま

うと飛べなくなるため、少しずつ生え変わります。全部抜けるのに約

４か月かかります。 

 鳥の羽は、ボロボロになっても撫でるとマジックテープのように

くっつきます。少しボロボロになった場合は、羽繕い（はづくろい）

で整えますが、それでも治らない羽は６月から１０月ごろに生え変わ

ります。鳥によって換羽（かんう）のタイミングは違い、ツルの場合

は２年に１度です。ただ飼育下で栄養状態がよい場合は、２年続けて

おこなうこともあるようです。 

 今年抜けている羽は全て集めています。4か月分溜まったら展示を

したいと思っています。 
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